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国 3 つの教奎 A,B、C があり. 41 人の生徒が ， それぞれ教奎を選んで入ってい

きます3つの教室について，次のことがわかっています

• 教室AO)室温は， 生徒が1人も入っていないとき7度で， 生徒が1人入るご

とに0.3度上がる．

• 教室Bの室溢は ， 生徒が1人も入っていないとき8度で， 生徒が1人入るご

とに 0.2 度上がる ．

• 教奎 c の奎温は ， 生徒が 1 人も入っていないとき 9 度で ， 生徒が 1 人入るこ
‘

とに0.1度l:.がる ．

生徒が1人も入らない教室ができてもよいものとして ， 以下の問いに答えなさい．

(1) 41 人全員が教室に人ったところ ， 2つの教室AとCの室温が同じになりまし

た． このとき考えられる生徒の入り方のうち ， Bの室温が最も高くなるのは， Aと

Cに何人ずつ生徒が入ったときですか ．

答教室AにD人教室Cに［口�
人

(2) 41 人全員が教空に入ったところ ， 3 つの教室 A,B.C の室温が同じになりま

した このときの室温を求めなさい．

図太朗君は，
バスが走る道路沿いの道を通り学校へ通っています． ふだん， 太

朗君は7時50分に家を出発し ， 歩いて学校へ向かいます． すると8時ちょうど

に箔革のA地点でパスに追いiかれます．

,.. 
ある日，太朗丑がふだんより3分遅く家を出発し， 歩いて学校へ向かったところ，

7時59分40秒にバスに追い抜かれました．

太朗君の歩く速さと バスの速さはそれぞれ一定であり，
バ スは毎日同じ時刻にA

地点を通過するものとします． 以下の問いに答えなさい

(1) 太朗君の歩く速さとバスの速さの比を ， 最も簡壌な整数の比で答えなさい

答□／口度

答太朗君の速さ：バスの速さ=□ =□
別の日 ， 太朗君がふだんより3分遅く家を出発し 1 歩く速さの恥和の速さで走っ

て学校へ向かったところ ， A 地点より 720m 学校に近い地点でバスに追い抜かれま

した．

(2)ふだん太朗君が歩く速さは秒速何mですか．

答秒速L□m

整理番号D /」tt□
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固 l口Jじ高さの直力体の形をした白いもちと

赤いもちがあります ． 右図のように赤いもちの

上に白いもちを重ねて寸． 方体を作ります．

2 点 P,Q はそれぞれ 2 辺 AB,CD 上の点で．

AP : PB = 4 : 3, CQ = QD Q 

c

です 3 点 P,Q,R を通る平面で立方体を切断し

たとき ， 切り口の図形の白い部分と赤い部分の
D 

面積の比を． 最も簡単な整数の比で答えなさい

ただし ． 白いもちはどのように切っても切り口の色は必ず白になり ． 赤いもちは

どのように切っても切り11の色は必ず赤になります

必要ならば． 下の図は自由に用いてかまいません

R 

c

Q
 

0 A 

答 白い部分：赤い部分＝［口口]
: □ 

④ 整数の中から ， 3 の倍数と 7 の倍数だけをすぺて取り出して小さい順に並ペ

ると ， 次のようになります．

3, 6, 7, 9, 12, 14, 15, 18, 21. 24, 27, · · · 

この数の列について ， 以下の問いに答えなさい ．

(1) 1 番目から 9 爵目までの数の和を求めなさい

答

(2) 77 番目から 85 罫日までの数の和を求めなさい．

{3} l番目から 99 番目までの数の和を求めなさい ．

答

(4)この数の列の中で連続して��ぷ 99 涸の数を取り出し． その和を計算すると

128205 になりました． 取り出した 99 個の数の中で最も小さい数は． 数のタリ全1本の

中で何番目にありますか

答
答［□□番目

整理番号 D /」,I□



2 0 1 9年度

算 数
（その3)

固中心に回転できる矢印が2本取り付けら
ぇ..そん

れた円盤がありますまず，この円盤の円周を

7等分する位惟に 目盛りを振ります． さらに ．

図 1 のように， 1 から 7 までの数字が書かれた

7枚のコインを各目盛りの位世に）枚ずつ懺き，

2本の矢印を1と2の数字が書かれたコインの

方へ向けます．

ここで．次の【操作】を考えます．

受駿番号

氏 名

⑥
 

①
 

{2)図1の状態から何回［操作］を行うと ， 1の数字が吝

かれたコインの位置と2本の矢印の向きが図1と同じにな

りますが最も少ない回数を答えなさい ． ただし ， 【操作］

は1回以上行うものとします．

①

:
°
 

゜

゜

③
 

［操作】矢印が向いている目盛りの位置にある 2 枚の 図 l

コインを入れ替え ， その後2本の矢印をそれ

ぞれ2目盛り分だけ時計回りに回す ．

図1の状態から1回【操作］を行うと図2のようになり，さらに1回【操作］を

行うと図3のようになります．

②
 

②
 

⑦
 

⑥
 

③ ⑥ 

答 回

．

．

 {3)図1の状態から何回【操作】を行うと ， 全てのコインの位置と2本の矢印の向

きが図1と同じになりますが最も少ない回数を答えなさい ただし ． 【操作】は

1回以上行うものとします．

④
 

図2 図3

この操作について ． 以下の問いに答えなさい．

(1)図1の状態から7回【操作］を行うと ， 7枚のコインの位閥と2本の矢印の向

きはどうなりますか ． 下の固にlから7までの数字と2本の矢印をかき入れなさい

答 回

次に，円盤の円届を 99 等分する位置に目盛り
□ 

を版り直します． さらに，図4のように ， 1から

99 までの数字が驚かれた 99 枚のコインを各目

盛りの位置に 1 枚ずつ. 1 から類に時計回りに置

き. 2本の矢印をjと2の数キが苔かれたコイン

の方へ向けます．

固4

(4)図4の状態から何回【操作】を行うと ． 全てのコインの位脳と2本の矢日）の向

きが図4と同じになりますが最も少ない回数を答えなさい ． ただし ． 【操作］は

1回以上行うものとします

答

答

整理番号D

I

回
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